
 
津沢中学校グラウンドデザイン 

《校 訓》  
 

 

教 育 目 標  

 

 

 小矢部市教育委員会重点施策 
 
  希望  実践  努力 
  

徳もて叩け 自由の戸 
智をもて拾え 平和の実 
生命の悔いなき時を重ねてん 

 

 

 豊かな人間性と確かな学力を身に付け、  
 
          健康や体力をはぐくむ  

 
○心豊かな人づくり 
 
○心身ともにたくましい人づくり 
 
○文化豊かな地域社会の創造  

 

 

  

 
 

 

   
 

 
  

   
  

 
重  点  目  標 

  

 
かかわりの中で、対話を重ね、共に成長する教育活動の実践 

～ つたえ合う、つながり合う、つづけ合う ～ 

    

 
   
   
   

 
 
方 
 
針 

 

知 つたえ合う 
   
  自己調整しながら学習を
進め、「アウトプット・共有・
次の学び」へつながる学習環
境をつくる。 

 

 

徳 つながり合う 
    
  生徒が自分で考え、主体的
に取り組む活動や、対話や振
り返りを通して自他のよさ
を実感できる活動になるよ
う支援する。 

 

 

 

体 つづけ合う 
     
  健康・安全な生活を通し
て、生徒がたくましい心と体
を育む。 

 

 

 

      

   
   
   

目
指
す
生
徒
像 

 
・ 学びを形にしてアウトプット

し、共有し、次の学びにつなげ
ることのできる生徒 

 

 
 
・自分で決めた目標や役割に責任を

もち、最後までやりぬく生徒 
       
・自分や仲間のよさを大切にし、互

いに伝え合える生徒 
       

 
 
・規則正しい生活を整え、昼食後に

歯磨きを行う生徒 
 
・朝、６時３０分までに起きる習慣

を身に付けた生徒 

 

      

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  

 

 
 
 
 
 
具 
 
 
体 
 
 
的 
 
 
方 
 
 
策 
 

 

 

 
○アウトプットを意識した学習計画 
 ・各教科だけでなく、総合的な学習の

時間や行事等では、アウトプットを
した後、評価し合う活動をゴールに
位置付けて、学習を進める。 

 
○アウトプットを意識した授業づくり 
 ・レポート、図、スライド、発表、作

品、説明、演習、体験等、多様なア
ウトプットを設定する。 

 
○アウトプットの選択肢を広げるICTの

活用 
・写真、動画記録、スライド作成、共

同編集機能を活用する。 
・「情報収集→取捨選択→自分の表現

でまとめる→評価（対話）」という
プロセスを大切にし、発表の場（ミ
ニ発表会、クラス内共有、校内展示
等）を設定する。 

 
○自己調整学習を促す振り返り 

・「学習内容：何が（理解）できたか」
「学習方法：どんな学びをしたい
か」という自己評価を蓄積すること
で、学びをアウトプットし、共有し、
生徒も教員も次の学習に活かせる
ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分のよさや他とのつながりを実感 
できる活動の推進 

 ・生徒が自分で目標や役割を決めて、 
  主体的に取り組む生徒会活動や学年 
  活動を推進する。 

・自他のよさへの気付きを促すために
よいとこメッセージを機会あるごと
に行ったり、教員が積極的に一人一
人の生徒の頑張りや魅力を発信した
りする。 

・生徒同士がつながり合えるよう、学
年・学級の枠を超えて交流する場を
意図的に設定する。 

 
○「いのち」や「生き方」について考え

を深める体験活動の充実 
 ・総合的な学習の時間に、先人の知 
  恵や生き方等を地域人材から学ぶ 
  機会や地域に役立つ活動など、ふる 
  さと教育を進める。 
  ・道徳の授業や平和学習、人権教育、 
   あったかプロジェクト等を通して、 
    生命の尊さについて考える場を設け 
    る。 
 
○人権感覚を高めるための環境づくり 
  ・生徒が挨拶や温かな言葉のよさを 

感じたり、振り返ったりする機会  
を設ける。 

 ・清掃や奉仕活動を通して、感謝の 
  心やボランティア精神を育むこと 
  ができるように指導を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

○規則正しい生活習慣の定着に重点を置
いた、健康教育の実施や家庭との連携 

 ・毎日の生活を振り返り、メディア利用
や睡眠時間の確保など、自分の生活を
見直す機会をつくる。 

  ・学校医、歯科衛生士と協力し、歯の健
康に対する意識を高めるとともに、歯
磨き習慣の定着を図る。 

 ・保健便りを通して、生徒の実態の連絡
と学校の取組を各家庭へ周知すると
ともに、望ましい生活習慣の定着へ家
庭が取り組むべきことについて啓蒙
を図る。 

 
○生徒の変化を見逃さない観察と支援  
  ・生徒の小さな変化を共有し、教職  

員によるチーム支援を行う。 
 ・生活習慣の確立や、生徒のストレス耐

性を高める手立てを、学級活動を中心
に養護教諭と連携して行う。 

  
○防災や防犯への実践力を育む学びの 

の計画的な実施 
  ・危機管理体制を整え、生徒の安全  

意識を高めるために、関係機関や専門
家から助言を得る機会を計画的に設
定する。 

 ・ＰＤＣＡサイクルを生かした訓練  
や身近な事例に学ぶ場をタイムリー
に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

          
          
          
          

 
 研修主題 

 
学びを形にしてアウトプットし、共有し、次の学びにつなげる生徒を育む教育活動の実践 

 

 

 
 

                              

 
               

 

  
R８の重点ワード  アウトプット、言葉の力、地域人材の活用、ボランティア、キャリア教育、ほっとルーム 

・一人一人が大切にされていると感じられる学校  ・つたえ合う教職員がつくるチーム学校 
・地域とつながり合う教育課程  ・継続した発信と丁寧な受信による家庭とのつながり合い 

 

富 山 県
【  重 点 １  】

確 か な 学 力 の 育 成

－ 「 と や ま 型 学 力 向 上 プ ロ グ ラ ム
 （ Ⅱ 期 ） の 推 進 」 －

富 山 県
【  重 点 ２  】

豊 か な 心 の 育 成

－ 「 い の ち の 教 育 」 を 核 と し て －

富 山 県
【  重 点 ３  】

健 や か な 体 の 育 成

－ 「 元 気 っ 子 育 成 計 画 」 に 基 づ く
体 力 の 向 上 と 健 康 の 保 持 増 進 －Ⅲ


